








  研修全体についてのコメント

■ 農政の歴史から、政策を進める上でポイントとなるフードシステム論等の
専門的な講義、また、各政策の説明後にその政策のトップランナーの事例
があるなど、農業分野を一環して学べる研修内容は他に類を見ない非常に
良い研修でした。

■ 自分が仕事をする際、目先の仕事に追われ、この仕事は何のために、誰のた
めにやっているのかといった点を改めて考える機会となった。

■ 研修中、常に官民の役割分担という点にも意識をして聞くことができ、改
めて行政としての役割について考える機会となった。

■ 農業・食品産業における、各分野のエキスパートによる最前線の情報を踏
まえた講義や、６次産業化、企業の農業参入、農業福祉及び都市農業等の分
野における我が国のトップランナーといえるような農業法人や事業者の
取組事例を聞くことができ、たいへん参考になりました。

■ この３週間、とことん仕事への向き合い方、自分の仕事の意義について考
えることができました。日々仕事に追われていて、このように「そもそも
論」についてじっくりと考え、向き合うことがなかったので、本当に貴重な
時間を過ごすことができました。

  ファシリテーションのトレーニングを評価するコメント

■ グループ討議は、様々な意見を聞くことで、考える幅が広がるだけでなく、
議論をどう進めるのか考えるのに非常に良い機会となりました。日常業務
でも多くの会議がありますので、ファシリテーションや出席者としての役
割を意識しつつ取り組みたいと考えています。また、研修の場以外の交流も
大変貴重な時間となりました。日を追うごとにつながりが深くなっていく
のを感じました。今後の大きな財産だと思います。

■ 職場の同僚や後輩たちに伝えるべき知識や手法をたくさん得ることがで
き、今後の業務に間違いなく生かすことのできる研修でした。

■ 初めてファシリテーションを行い、お互いの考え方の違いを理解しなが
ら、建設的な意見を集約することが出来るということを経験し、グループ
討議の重要さを感じました。今後、県に戻ったときにはぜひ業務に取り入
れたいと思いました。

■ グループ討論をする研修は多く存在するが、グループ討論のやり方を学ぶ
場はなかった。

■ ファシリテーションによるグループ討議の機会が多く、回を重ねるごとに
話し合いの要領を得ることができ良かったと思います。たくさんの意見が
ひとつの流れになり合意形成につながっていく様子を体験し、大変有効な
手段だと実感することができました。
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視野を広げる効果を評価するコメント

■色々な考え方に触れることができ、その都度自分の立っているところが変
わっているような、考えが旅行しているような感覚になりました。自分のし
ている仕事について、少し客観的に見ることができるようになった感じが
しています。

■東京だからこそ現地調査ができる高級志向の百貨店や、各都道府県のアン
テナショップ等の現地調査も参考になった。

ネットワーク構築を評価するコメント

■全国の都道府県、市町村及び民間事業者において様々な業務に携わってお
られる方々と、机を並べてともに学び、考え、情報交換できたこと、何より、
今後、これらの方々と情報交換をできるネットワークづくりができたこと
は、私にとって貴重な財産になりました。

■全国各地に『同志』ができたような心強さを覚えています。刺激を受け自分
の至らなさを情けなく思ったり、同じような悩みを持っていることを知り
慰められたりと、この出逢いが何よりの成果であったと思っています。

研修全体の満足度 （５段階）

■プログラム終了後に研修を評価するアンケートを実施しました。

北海道、岩手県、茨城県、栃木県、埼玉県、千葉県船橋市、新潟県、石川県、福井県、長野県東御市、岐阜県、
静岡県、三重県、兵庫県、和歌山県、和歌山県九度山町、島根県、岡山県、山口県、香川県、
愛媛県、愛媛県大洲市、高知県、福岡県、福岡県大木町、熊本県、鹿児島県、沖縄県、みずほ総合研究所


